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国
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水
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輝
か
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詞

馬
　
作
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沃
野

一
望
数
百
早
　
関
八
州
の
重
鎮
と
て

そ
そ
り
立
ち
た
り
筑
波
山
　
空
の
碧
を
さ
な
が
ら
に

湛
え
て
寄
す
る
漣
波
は
　
終
古
漁
ら
ぬ
霞
浦

の
水

春
の
輛
生
は
桜
川
　
■
（
の
源
の
香
を
載
せ
て

流
に
浮
ぶ
花
筏
　
直
の
枯
葉
に
秋
立
て
ば

渡
る
雁
声
冴
え
て
　
湖
心
に
澄
む
や
月
の
影
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同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

幡

谷

浩

史

（高
４
回
・併
２
回
）

は
、
常
日
頃
よ
り
当
会
運
営
に
ご
協
力
ご
支
　
次
世
代

へ
繋
ぐ

べ
き
大
切
な
財
産

で
す

の
　
一　
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
　
た
。

［同
一　
な
る
記
録
的
な
酷
暑
と
な
り
ま
し
た
。
気
象
　
い
も
消
え
失
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
学
校
教
育
　
一　
　
さ
て
、
本
校
全
日
制
で
は
、　
コ
向
い
知
　
力
の
補
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
海
外

会
も
着
々
と
準
備
を
進
め
る
中
、
矢
張
り
旧
　
為
さ
ね
ば
な
ら
な

い
務
め
で
あ
り
、
そ
の
責

本
館
校
舎

（国
重
要
文
化
財
）
の
保
全
改
修
　
任
は
重
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
向
き
合

っ
て
考
え

が
最
大

の
条
件
で
あ
り
ま
す
．
前
号
に
も
既
　
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も

の
で
す
。
我
々
の
世

述
し
ま
し
た
が
、
３

・
１１
以
降
、
各
地
の
震
　
代
は
、
先
輩
と
し
て
積
極
的
に
若

い
世
代
と

災
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
本
件

の
文
化
財
の
　
一父
流
し
、
そ
の
責
務

や
負
担
を
分
か
ち
合

優
先
順
位
は
相
当
低

い
も
の
と
覚
悟
し
て
お
　
い
、
支
え
と
な
る
努
力
と
取
組
み
が
今

の
社

り
ま
し
た
が
、
文
化
庁
、
茨
城
県
当
局
の
ご
　
〈
本
に
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

高
配
の
も
と
、
周
年
行
事
ま
で
に
は
屋
根

ス
　
　
文
武
両
道
の
在
校
生
徒
達
の
よ
り

一
層
の

レ
ー
ト
エ
事
を
始
め
全
面
改
修
が
完
了
出
来
　
活
躍
、
発
展
を
願

い
つ
つ
、
勉
学
に
ス
ポ
ー

る
見
通
し
と
な
り
、
最
終

の
詰
め
に
至

っ
て
　

ツ
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
に
と
、
全
面
的
な

い
ま
す
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
改
修
費
は
受
益
　
支
援
活
動
を
今
後
も
引
き
続
き
行
な

っ
て
い

一な
る
ご
支
援
を
賜
　
　

」ヽ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み
に
加

す
。
　
　

　
　

　
　

え
、
昨
年
度
か
ら
文
部
科
学
省

の
Ｓ
Ｇ
Ｈ

内
有
数

の
大
規
模

　

（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

一、
全
国
屈
指

の
進
　
の
研
究
指
定
に
よ
り
、

「
世
界
で
活
躍
す
る

一育
庁
高
校
教
育
課
　
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
育
成
に
も
努
め
て

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
　
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
弱
点
で
あ

っ
た

課
題
解
決
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

日
　
の
場
と
し
て
、
美
し
い
建
築
物
を
建
て
た
＋

た
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等

の
課
題
研
究

の
実
践

補
　
先
輩
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
百
年
前
が
偲
が

た
　
を
通
し
て
、
世
界
に
目
を
向
け
る
生
徒
が
増

に
　
れ
ま
す
。

加
す
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
が
上
が

っ
て
い

、
　

ま
す
。

れ
　
　
日
本
の
古

い
家
族
制
度
は
消
滅
し
、
個
λ

授
　
　
創
設
６７
年
を
迎
え
る
本
校
定
時
制
は
、
高

の
自
由
が
最
優
先
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
―

充
　
校
入
試
の
志
願
倍
率
が
県
内
で
最
も
高
く
、

窓
　
た
。
し
か
し
、

「
子
育
て
」
は
親
に
と

っ
デ

』
　

人
気
校
と
な

っ
て
い
ま
す
。

８０
歳
代
の
ご
年

密一　儲額剣卸靖神鋼％「だ制開蛛峰「制漏　く所存です。

学
校
長
あ
い
さ
つ

学
校
長

横
　
島
　
土我
　
昭

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
　
母
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
旧
本
館
校
合
は
、
　

一　
　
進
修
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
　
一日向
の
６
３
０
０
人
余

の
人
出
と
な
り
ま
し

の
実
現
に
向
け
て
難
関
大
学
を
目
指
し
て
お
　
配
の
方
を
始
め
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
持

っ
た
生

り
、
平
成
２７
年
度
入
試
で
は
、
東
大
合
格
２３
　
徒
が
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
意
欲
的
に
学
ん

人

（う
ち
現
役
１５
人
は
全
国
公
立
高
校
第
２
　
で
い
ま
す
。

位
）
な
ど
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま
　
　
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
旧
本
館
は
、
同

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

い
よ
い
よ
今
年
度

ま
た
、
　
国
ユ
か
な
人
間
性
」
を
養
う
た
　
か
ら
改
修
工
事
を
始
め
る
運
び
と
な
り
ま
し

め
、
部
活
動
や
学
校
行
事
活
動
を
積
極
的
に
　
た
。
創
立
１２０
周
年

の
平
成
２９
年
に
は
、
創
建

奨
励
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
加
入
者
数
は
県
　
当
時
の
壮
一麗
な
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
心
待

内
ト

ッ
プ
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
　
ち
に
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
テ
ニ
ス
部
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
　
今
後
と
も
、

「
不
易
流
行
」
を
モ
ッ
ト
ー

が
県
優
勝
、
硬
式
野
球
部
が
夏
の
大
会

・
秋
　
に
本
校
発
展
の
た
め
精

一
杯
努
力
す
る
所
存

の
大
会
で
県
ベ
ス
ト
ー６
に
な
り
ま
し
た
ｃ
嬉
　
で
す
の
で
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
お
願

い
す

し
い
限
り
で
す
。
本
校
自
慢
の
行
事

「
一
高
　
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

祭
」
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
企
画
運
営
し
て
　
展
と
皆
様
方

の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。
質

の
高

い
企
画
が
奏
功
し
過
去
最
　
が
」
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ば
い
の
リ
ー
ド
と
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
　
一　
定
１５
同
）
卒
業
４０
周
年

（高
”
回

・
理

に
合
わ
せ
た
、
校
歌

。
応
援
歌
　

一
高
　
一　
数
４
回
二
疋
２５
回
）
、
卒
業
２５
周
年

（高

讃
歌
の
斉
唱
で
開
会
．
物
故
会
員

へ
の
　
一　
４２
回

・
理
数
１９
回

二
疋
４０
回
）
、
卒
業

一

却
報
一　
黙
祷
、
幡
谷
会
長

・
横
島
校
長
の
挨
拶
　
一　
１５
周
年

書
回
５２
回
。理
数
２９
同

定
５０
回
）

一　
　
昭
和
３０
年
３
月
に
卒
業
し
た
高
７
回
　
一　
　
詰
襟
の
男
生
徒
の
中
に
セ
ー
ラ
ー
服

△
西
一　
と
続

い
た
後
、
山
田
副
会
長
を
議
長
に
　
一　
の
節
日
を
迎
え
た
皆
様
に
対
す
る
卒
業
　
一　
生
は
卒
業
６０
周
年
の
招
待
を
受
け
て
、

　

一　
の
女
生
徒
が

一
人
，
彼
女
は
大
学
で
心

△
〓
一　
選
出
し
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
．
平
成
　
一　
周
年
祝
賀
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
高
　
一　
平
成
”
年
４
月
１１
日
に
母
校
に
参
集
し
　
一　
理
学
を
専
攻
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
は

宏
生
　
２６
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
平
　
一　
山
了
氏

（高
１８
同
）
よ
り
の
祝
辞
、
幡
　
一　
ま
し
た
．
周
年
記
念
の
招
待
は
こ
れ
が
　
一　
児
童
福
祉
を

ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
　
一　
一

日
同
一　
成
２７
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
、　
一　
谷
会
長
よ
り
の
臨
席
者

へ
の
記
念
品
贈
　
一　
最
後
で
す
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
ク自
立
す
る
女
性
ク
を
実
践
し
ま
し
た
．

に

よ

る

第

６

回

生

徒

海

外

研

修

一　
に
、
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
に
花

３
●
一ｏ
●
ｏ
①
　

コ
ｘ
Ｌ
Ｒ
ｑ
∽
　

０
８
“
ｏ
）

一　
が
咲
き
、
人
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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平
成
２７
年
度

進
修
同
窓
会
総
会
開
か
れ
る

去
る
４
月
１１
日

（土
）
、
本
年
度

の

進
修
同
窓
会
定
期
総
会
が
、
母
校
土
浦

一
高
体
育
館
に
お
い
て
、
祝
賀
周
年
卒

業
生
等
を
含
む
約
５２０
名
の
皆
様
の
ご
出

席
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
応
援
指
導
部
の
元
気

い
っ

⌒進
修
同
窓
会
助
成
事
業

の

一
つ
．
詳

細
に
つ
い
て
は
十
浦

一
高
Ｈ
Ｐ
に
）
の

成
果
報
告
が
あ
り
、
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
．

続

い
て
、
卒
業
６０
周
年

（高
７
回

定

５
回
）
、
卒
業

５０
周
年

全
局
１７
回

・
応援指導部のリー ドのもとでの校歌

ま
た
役
員

・
一
般

の
方

の
懇
親
会
は
、

部
活
動
等

で
登
校
し
た
現
役
生
を
交

え
、
校
内
食
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
達
か
ら
は
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ

一

高
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
勉
学
や

部
活
動
に
励
む
学
校
生
活
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
．
そ
れ
ら
は
、
若
さ
と
情
熱
を

ぶ

つ
け
た
自
ら

の
高
校
時
代
と
重
な

り
、
懐
か
し
く
も
あ
り
、
勇
気
を
与
え

ら
れ
る
も
の
と
も
な
り
ま
し
た
こ

卒
業
６０
周
年
記
念
同
窓
会

高
７
回
　

水ヽ
井
　
〕汗
光

た
Ａ
組
か
ら
Ｇ
組
ま
で
の
ク
ラ
ス
別
の
　
一　
求
し
ま
し
た
．

集
合
写
真
で
す
。
写
真
は
学
校
の
倉
庫

に
眠

っ
て
い
た
も
の
を
、
幹
事
が
高
７

回
生
分
を
１
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
編
纂
し

て
、
出
席
者
全
員
に
配
り
ま
し
た
．
昭

和
２７
年
入
学
時
は
自
分
の
ク
ラ
ス
以
外

の
集
合
写
真
な
ど
誰
も
持

っ
て
い
ま
せ

ん
．
貧
し
い
時
代
で
し
た
。
集
合
写
真

の
余
白

に
は
生
徒

の
氏
名
を
整
列
順

に
、
今
は
亡
き
担
任
の
先
生
が
手
書
き

で
記
入
し
て
い
ま
す
。
老
眼
鏡
で

一
人

ひ
と
り
を
眺
め
る
と
、
高
校
時
代
が
つ

い
先
日
の
如
く
甦
り
ま
す
。

東
京
大
学
名
誉
教
授

（大
型

コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
の
権
威
）
と
筑
波
大
学
名

誉
教
授

（歴
史
学
の
大
家
）
の
２
人
は

卒
業
６０
年
を
待
た
ず
に
鬼
籍
に
入
り
ま

し
た
が
、
１
年
生
時
か
ら
学
問
を
究
め

よ
う
と
す
る
風
貌
が
窺
え
ま
す
．

記
念
式
典
は
体
育
館
で
在
校
生
の
吹
　
一　
で
準
優
勝
し
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
３
人

奏
楽
と
応
援
指
導
部
が
掲
げ
る
校
旗
の
　
一　
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
大
学
進
学

入
場
で
始
ま
り
、
久
々
の
高
校
生
気
分
　
一　
を
目
標
と
す
る
教
育
方
針
か
ら
か
、
先

に
浸
り
ま
し
た
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
生
の
中
に
は
部
活
を
辞
め
て
、
受́
験
勉

ホ
テ
ル
に
移

っ
て
か
ら
の
歓
談
は
和
　
一　
強
に
専
念
す
る
よ
う
説
得
も
あ

っ
た
と

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
感
　
一　
か
（
で
も
、
生
徒
は

ク我
が
道
を
行
く
ク

動
し
た
の
は
高
校
１
年
生
時
に
撮
影
し
　
一　
初
心
を
貫
き
身
体
能
力

の
可
能
性
を
追

今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
エ
ピ

ソ
ー
ド

も
ｃ
「俺
が
乗
る
ま

で
待

て
―
」
と
動

き
始
め
た
筑
波
線
の
汽
車
を
止
め
て
し

ま

っ
た
豪
傑
も

い
ま
す
．
同
輩
は
多
士

済
々
、
実
に
個
性
豊
か
で
す
．

歓
談
の
中
で
、
幹
事
の
松
本
茂
男
君

が
挨
拶
に
立
ち
、
卒
業
６０
周
年

の
準
備

過
程
に
触
れ
て

「秦
勝
君
が
い
な
か

っ

た
ら
盛
大
な
同
期
会
は
出
来
な
か

っ

た
」
と
述
懐
し
ま
し
た
Ｇ
卒
業
後
６０
年

間
、
幹
事
諸
氏
が
コ
ア
と
な
り
、
高
７

回
生
の
絆
を
繋
ぎ
止
め
た
の
で
す
．

私
は
、
改
め
て
幹
事
諸
氏
に
敬
意
と

感
謝
の
念
を
表
す
る
思
い
に
な
り
ま
し

た
。

難
鷹
数
一一一難
懸
一難
群
一， 一舞一一〓一一一一〓一蟻

教

頭

鈴
木

　
正
人

今
年
度
四
月

に
赴
任
致
し
ま

し
た
。
歴
史
と

伝
統
あ
る
十
浦

一
高
、
母
校
愛

に
あ
ふ
れ
た
進

修
同
窓
会
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
尽

力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
．

新
任
職
員
紹
介



平成26年 12月 1日 (火)(4)御
一

一牛
嘔̈一　　卒業してから時御制か嚇は７０棘

俊移
一　
日
前
。
ほ
と
ん
ど
が
リ
タ
イ
ア
し
て
い

２
０
１
５
年
は
先
の
大
戦
に
敗
れ
て

か
ら
７０
年
の
節
目
の
年
。
メ
デ
ィ
ア
で

は
い
ろ
い
ろ
な
企
画
が
組
ま
れ
た
が
、

戦
後
派
と
は
い
え

「
団
塊

の
世
代
」
の

先
陣

（１
９
４
６
～
４７
年
生
ま
れ
）
に

と

っ
て
も
振
り
返

る
こ
と
が
多
か

っ

た
。
昔
の
平
均
寿
命

（１
９
６
０
年

＝

男
６５
歳
、
女
７０
歳
）
を
考
え
る
と
、
先

第72号

輩
方
が
リ
ー
ド
し
た
高
度
成
長
に
よ
る

医
療

・
栄
養
の
充
実
が
な
け
れ
ば
、
卒

５０
周
年
は
成
立
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

祝
宴
で
は
「東
京
五
輪

（２
０
２
０
年
）
、

リ
エ
ア
新
幹
線
名
古
屋
開
通

（２
０
２

７
年
）
、
同
大
阪
開
通

（２
０
４
５
年
）

ま
で
生
き
抜
き
、
名
古
屋
、
大
阪
で
同

窓
会
を
や
ろ
う
」
と
提
案
し
た
。

総
会

・
祝
賀
会
で
は
、
幡
谷
浩
史
会

長
か
ら
、
映
画
や
Ｔ
Ｖ
の
ロ
ケ
に
よ
く

使
わ
れ
る
旧
本
館

（記
念
写
真
の
背
景
）

改
修

の
た
め
、
寄
付

の
呼
び
掛
け
が

あ

っ
た
。
築
１２０
年
弱
の
経
年
劣
化
に
加

え
、
先
の
大
震
災
で
大
分
痛
み
、
放
置

す
る
と
廃
屋
に
な

っ
て
し
ま
う
．
旧
本

館
は
土
浦
市
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な

っ
て

お
り
、
卒
業
生
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
だ
け

で
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
も
大
事
な

建
物
。
大
改
修
に
は
国
や
県
の
予
算
も

協
力
を
」
と
相
応
の
寄
付
を
お
願

い
し

た
。土

浦

一
高
の
自
慢
は
１２０
年
の
歴
史
ば

か
り
で
な

い
。

５０
年
前
に
は
存
在
し
な

か

っ
た
研
究
学
園
都
市
が
隣
接

つ
く
ば

市
に
出
現
ｃ
同
市
に
住
む
高
学
歴
者
の

子
供
の
シ

ェ
ア
が
増
え
、
平
均
　
上
位

学
力
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
自

慢
し
て
よ
い
。
そ
の
指
標
と
な
る
東
大

入
学
は
水
戸

一
高
を
大
き
く
リ
ー
ド
、

公
立
校

・
現
役
で
は
全
国
二
位

（
一
位

は
日
比
谷
）
と
い
う
。

と

こ
ろ
が
、

１０
年
前

の
Ｔ
Ｘ
（
つ
く

ば
―
秋
葉
原
）
開
通
に
よ
り
、
つ
く
ば

の
優
秀
な
中
学
生
は
東
京
の
高
校
も
選

択
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
県

南

の
私
立
高
が
中
高

一
貫
制
を
採
用
、

優
秀
生

の
奪

い
合

い
が
激
化
し
て
い

る
。
歴
史
遺
産

旧
本
館
も
大
事
だ
が
、

学
校
と
し
て
は
こ
う
し
た
地
政
学
的
変

化
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
進
化
に
対
応
し

な

い
と
、
シ
ン
ボ
ル
も
輝
き
を
失
う
。

県
立
校
の
制
約
は
あ
る
と
思
う
が
、
創

立
１５０
年
に
向
け
、
土
浦

一
高
も
中
高

一

貫

（全
国
の
優
秀
生
を
念
頭
に
寄
宿
舎

も
用
意
）
を
導
入
し
た
い
ど
う
か
。

卒
業
５０
周
年
記
念
同
窓
会

定
１５
回
　
武
石
　
進

平
成
２７
年
は
、
進
修
同
窓
会
定
時
制

部
会
の
会
長
の
責
務
と
１５
回
卒
の
５０
周

年
記
念
同
窓
会
も
あ
り
、
更
に
前
年
病

を
得
て
、
ｌ
ヶ
月
入
院
退
院
後
半
年
自

宅
療
養
中
、
と

い
う
次
第
で
不
安
の
幕

り
給
食
室
に
於

い
て
部
会
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
嬰
探
と
し
た
６０
周
年
の
福

原
邦
男
、
内
村
安
男
両
先
輩
以
下
７
名
、

５０
周
年
は
峰
岸
功
、
田
中
滓
介
両
君
以

下
３
名
、

４０
周
年
は
総
会
準
備
で
お
世

話
に
な

っ
た
高
橋
俊
秋
さ
ん
で
し
た
。

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

式
は
校
歌
斉
唱
、
横
島
義
昭
校
長
の

祝
詞
に
続
い
て
、
佃
敦
之
教
頭
の
在
校

生
徒
に
つ
い
て
の
お
話
で
は
、
同
窓
会

会
報
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
様
に
定
時

制
通
信
制
大
会

で
剣
道
部
、
陸
上
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
等

の
運
動
部
で
は
、

優
勝
者
を
多
数
出
し
、
文
化
関
係
で
も

八
十
歳
代
の
古
田
郷
里
さ
ん
が
生
活
体

験
発
表

「学
校
で
学
ぶ
と

い
う
こ
と
」

と
題
じ
茨
城
新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る

等
、
正
に
文
武
両
道
の
実
践
で
、
翻

っ

て
我
々
も
元
気
、
や
る
気
を
頂
き
嬉
し

り
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
よ
り

「坂
東
大
郎
」
青
谷
社
長
、
小

美
玉
市

「
そ
ら
ら
」
河
原
井
さ
ん
を
迎

え
、
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
Ｇ

在
校
中
は
、
「親

の
心
子
知
ら
ず
」

で
漠
然
と
学
生
時
代

（卓
球
部
で
汗
を

流
し
て
は
居
た
）
を
過
ご
し
て
い
た
事

を
反
省
し
、
先
生
方
の
真
摯
な
取
り
組

み
に
恐
縮
す
る
ば
か
り
で
す
。

部
会
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
昔
話
に
花
が
咲
き
部
会
総

会
は
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

‐３
時
か
ら
は
体
育
館
で
行
わ
れ
る
卒

業
各
周
年
の
祝
賀
式

へ
向

い
ま
す
。
今

回
は
式
終
了
後
の
祝
賀
会
に
も
出
席
し

た
か

っ
た
が
、

１５
回
生
の
同
窓
会
幹
事

役
も
あ
り
中
座
さ
せ
て
頂
い
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
守
谷
Ｓ
Ａ

に
出
店
し
多
忙
な
同
窓
生
七
野
満
さ
ん

に
は
、
多
大
な
寄
付
を
頂
き
紙
面
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
部
会
に
は
２‐
回
卒
の
宮
本
源

一

さ
ん
、
浦
野
和
夫
さ
ん
は
新
理
事
と
し

て
入
会
さ
れ
少
し
で
も
若
返
り
が
出
来

た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

関
係
皆
々
様
の
献
身
的
な
ご
協
力
に

厚
く
感
謝
す
る
と
共
に
進
修
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
お
礼

の
言
葉
と
し
ま
す
。

卒
業
１５
周
年
記
念
同
窓
会

高
５２
回
　
高
野
　
陽
輔

『
‐５
年
前
ｃ
そ
れ
は
、
ち

ょ
う
ど
今

こ
の
学
び
舎
で
学
び
始
め
た
初
々
し
い

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
３
年
間
鍛
え
ら
れ
、

さ
ら
に
１５
年
間
社
会

に
揉
ま
れ
生
き

残

っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
私
た
ち

一

人

一
人
の
胸
中
に
は
、
高
校
３
年
間
を

中
心
と
す
る
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な

「自

分
史
年
表
」
（３３
年
分
）
が
で
き
あ
が

っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
実

は
、
単
に
時
間
的
な
中
心
に
高
校
生
活

が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
中
心
に
高
校
生

活
が
あ
る
こ
と
を
も
表
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
こ
の
学

び
合
で
の
生
活
は
、
刺
激
に
満
ち
知
的

で
決
定
的
で
し
た
。
』

４
月
１１
日
、
私
達
普
通
科
５２
回

・
理



号
一　
数
科
２９
回
卒
業
生
は
、
卒
業
周
年
記
念
　
一　
し
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
　
一　
山
僣
翠
不
生

の

田
心
い
中
円
　
　
　
　
　
一　
は
で
き
な
か

っ
た
。
（土
中
出
身
の
先
輩

一　
絆

・
地
下
足
袋
と
な

っ
た
。
午
後
は
配

籟一　開継銀はげ酬晰い」行時ｒ団韓商　一　劃枡洋
つゃ″耐」ぼパ剋μヽ
「参「は　一　　昭和３年生ま神咄側はＶ畷＝嘲
一　け無″断叫嘲̈
柳蜘『“鋤生を囲
一　麟嘲哨で‐こ進ょ」』瘍満」ふ時く間ゴ呼蠍一

の
卒
業
式
と
は
違
う
新
体
育
館
で
、
先
　
一　
〇
０
年
卒
業
生
」
が
５
年
後
再
会
で
き
　
一　
年
４
月
に
土
浦
中
学
校
に
入
学
し
、
１

一　
　
昭
和
３０
年
頃
に
、
同
窓
会
が
開
か
れ
、
一　
わ
ら
人
形
に
剣
を
さ
す
銃
剣
術
な
ど
が

輩
方
と
と
も
に
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
　
一　
る
の
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
　
一　
年
丁
組
に
入

っ
た
。
担
任
は
山
崎
長
治

一　
そ
こ
で
ま
た
、
先
生
に
お
目
に
か
か
る

一　
あ
り
、
か
な
り
辛
か

っ
た
。
部
活
動
は
、

し
た
。
当
日
資
料
と
し
て
い
た
だ

い
た
　
一　
す
０　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
郎
先
生

⌒中
２８
回
）
で
あ

っ
た
。数
学
の

一　
機
会
を
得
た
。
恐
る
恐
る
近
づ
き
、
私
の

一　
飛
行
機
乗
り
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
た

進
修
同
窓
会
総
会
の
冊
子
に
は
、
私
達
　
一　
　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
　
一　
先
生
で
、
授
業
で
は
鋭
い
日
つ
き
で
、
指

一　
，」と
を
覚
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
ど
う

一　
め
、
グ
ラ
イ
ダ
ー

（５
ｍ
ぐ
ら
い
浮
上
）

の
代
表
と
し
て
寺
澤
秀
哉
君
に
よ
る
謝
　
一　
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
進
修
同
窓
　
一　
名
さ
れ
た
な
ら
ば
答
え
ね
ば
な
ら
ず
、
一　
か
を
聞
い
て
み
た
。
す
る
と

「数
学
の
参

一　
で
空
を
飛
ぶ
滑
空
班
に
入

っ
た
。
通
学

辞
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
文

一
〈
ム
、
様

々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
だ
　
一　
ぃ
っ
も
ど
き
ど
き
し
て
い
た
。
厳
し
く

一　
考
書
を
聞
き
に
く
る
な
ど
、
熱
心
だ

っ

一　
は
自
転
車
で
、
１
時
間
半
ほ
ど
か
か

っ

ユ
轟
［一一拳峙［一［｝一一一魃
魃
靱

一̈
拳讐
おゴた「馨
一時一「い貪
脩
濶

1年丁組入学記念 (昭和 16年 4月 )最前列中央が
山崎先生)山崎先生宅訪問記念 (右上)
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碍
一　餞園園国因劇蝙想□調謝圏堕四踊闇旧圏圏旧園日園Ｆ
⑩　　　　　　　　一
『ンだ
工君蒼札「。（髪
工のコ雑誌
・の齢揃け　一　嘲誹州御紳贅一凱識室一齢に腱緩渡　・一　匁軋桟獄は一れ（̈
晰
つ問崚癖鰤げ

第

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
リ
ー
ド
す
る
、
と
い
う
意
味
）
で
す
。
　

一　
ら
１６
歳
の
少
年
た
ち
が
約
５０
名
、
担
任
　
一　
ろ

い
ろ
と
考
え
、
書

い
て
い
ま
す
。

彼
い
は

『ヴ
ェ
デ
ム
』
に
自
分
た
ち
　
一　
の
ア
イ
シ
ン
グ
ル
先
生
と
共
同
生
活
を
　
一

「民
族
主
義
に
つ
い
て
」

（２９
号
）
の

「
テ
レ
ジ
ン
の
少
年
た
ち
が
遺
し
た
も
の
」　
　
　
　
　
一
¨
部
か
ｕ
績
か
協
議
稀
請
釧
理
鷲
麻
淋
一
じ
頬
爆
震
“
ぽ
寸
グ
年
た
ち
が
生
き
る
一
姓
牧
活
輔
詩
就
５
か
識
瀞
て

昭和３７年卒　普竹
（旧
雄｛広
沢
）
上平・ヱ丁
　　　一　”
Ⅷ味琳く♂りは」ゝ
」鏡♂辞
）
一　社物御緑は脚物難
‐こ力後ればか臓」
一　雛漏一行は一駒錮怖脱咄然贅、
ま

マ
ン
ガ
も
掲
載
し
て
い
た
の
で
す
。
　

　

一　
裏
部
屋
で
の
授
業
で
あ
り
、
芸
術
で
あ
　
一

「…
…
支
配
層
が
国
民
の
中
に
民
族
主

『ヴ

ェ
デ
ム
』
は
、
毎
週
金
曜
日
、
　

一　
り
、
友
愛
で
あ
り
、
全
て
に
お
け
る
忍
　
一　
圭我
を
あ
る
程
度
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と

内
の
大
字
は
同
書
か
ら
引
用
）
　

　

　

一
労
働
や
食
事
が
終
わ

っ
た
あ
と
の
１
号

一　
耐

で
も
あ
り
ま
し
た
。
少
年
た
ち

の
　
一　
が
で
き
た
ら
、
彼
ら
の
勝
ち
で
す
。

テ
レ
ジ
ン
強
制
収
容
所
は
、
チ

ェ
コ
　
一　
室
で
、
記
事
を
書

い
た
本
人
が
読
み
あ
　
一

「
僕
た
ち

の
自
治
会

の
発
足
宣
言
」

一　
…
二
不
教
は
町
や
政
治
集
会
や
学
校
な

の
首
都
プ
ラ
ハ
か
ら
北
西
に
約
６０
ｋｍ
の
　
一　
げ
ま
し
た
Ｃ
朗
読
会
の
前
に
は
、
全
員
　
一　
は
、
何
度
読
ん
で
も
、
涙
す
る
ほ
ど
素
　
一　
ど
の
外
部
の
世
界
か
ら
、
人
間
の
心
に

街
に
、
ナ
テ
ス
に
よ

っ
て
作
ら
れ
ま
し
　
一　
が
起
立
し
て

「
シ

ュ
キ
ド
共
和
国
」

一　
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
そ
の

一
部
を
紹
　
一　
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
こ
と

た
。
元
々
は
１８
世
紀
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
　
一

（彼
ら
の
自
治
会
の
名
前
。
ロ
シ
ア
の
　
一　
介
し
ま
す
。

（
『ヴ

ェ
デ
ム
』
２
号
二

　
で
す
。
…
…
民
族
主
義
は
宗
教
と
同
じ

の
ヨ
ー
ゼ
フ
Ⅱ
世
が
プ
ロ
シ
ャ
軍
の
侵
　
一　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
作

っ
た
孤
児
院
　
一

「…
…
僕
た
ち
は
、
単
に
押
し
付
け
ら
　
一　
よ
う
に
、
個
人
の
も
の
に
な
ら
な
け
れ

却報一日曖笏爾圏炒隕塚勒蝙は不飩嵐蝙蟷
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日
同
一　
な

っ
て
ぃ
る
母
校
の
旧
れ
室
に
立
な
せ
　
一　
と
、
テ
レ
ジ
ン
に

一
時
待
機
さ
せ
た
と
　
一　
で
に
８６
歳
ｏ
テ
レ
ジ
ン
に
収
容
さ
れ
、
　

一　
楽
し
い
意
味
の
あ
る
現
実
に
変
え
た

い
　
一　
よ
…
…
！
」

（２６
号
）
で
は
、
テ
レ
ジ

」”“”嫁掛一烈だ‐よ．”蜘　一　」なっゃ̈
枷剛鴻『̈
囀̈帷拳つをん薇“

お
断
り
し
よ
う
か
と
も
思

い
ま
し
た
　
一　
作
し
た
り
、
赤
十
字
の
派
遣
を
受
け
入
　
一　
よ
」
と
言

っ
て
、

７０
年
前
の
歌
を
忘
れ
　
一　
文
化
の
基
盤
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
、
　

一　
質
問
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

が
、
ど
う
し
て
も
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
　
一　
れ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
は
な

い
、
と
　
一　
ず
に
歌

っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
　
　
　

一　
さ
ら
に
新
し
い
文
化
を
つ
く
り
ま
す
。
　

一　
理
不
尽
に
命
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち

り
、
僣
越
な
が
ら
お
引
き
受
け
し
ま
し
　
一　
い
う
嘘
を
証
明
す
る
た
め

の
カ

モ
フ
　
一　
す
べ
て
の
人
は
　
僕
ら
の
兄
弟
　
　
　
　
一　
　
憎
し
み
や
、
数
多
く
の
悪
意
に
よ
っ
　
一　
の
運
命
は
親
の
責
任
で
あ
り
、
こ
れ
か

た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
ラ
ー
ジ

ュ
の
強
制
収
容
所
と
し
た
こ
と
　
一一　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
ろ
う
と
　
　
　
　
　
　
一　
て

一
般
の
人
間
社
会
か
ら
引
き
裂
か
れ
　
一　
ら
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
責
任
は
、
私
た

‐２
一
　

「
一
九
四
二
年
十

二
月
十

一
日
土
曜
　
一　
は

「
少
年
の
家
」
で
共
同
生
活
を
し
て
　
一　
　
少
年
た
ち
は
自
分
た
ち
の
エ
ン
ブ
レ
　
一　
き
た
教
育
に
つ
い
て
、
現
在
の
私
た
ち
　
一一　
世
界
が
平
和
に
な
る
た
め
の
対
話
や
思

年

一　
日
の
前
夜
に
、
大
変
な
こ
と
が
起
こ
り
　
一　
い
ま
し
た
。
前
述
の

「自
治
会
組
織
を
　
一　
ム
を
創
り
、
バ
ッ
ジ
を
創
り
ま
し
た
Ｇ
　

一　
は
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　

一　
考
が
消
え
か
か

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し

勁一　なれ級鋼崚］］に嘲裁』̈
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十
支
守

０
一〓
一会
一だ
一よ
り

常
陽
銀
行
亀
城
会

「常
陽
銀
行
亀
城
会
支
部
」
は
、
常

陽
銀
行
内
同
窓
生
の
親
交
を
深
め
る
た

め
、
昭
和
４６
年
に
発
足
し
、
現
在
は
総

勢

‐５４
名

（男
性

酬

名
、
女

性

１６
名
）

と
な

っ
て
い
ま
す
ｃ

当
支
部
で
は
、
年
１
回
の
定
例
総
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、
水
戸
市
内
他
支
部

と
の
合
同
懇
親
会

へ
の
参
加
な
ど
が
主

な
活
動
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
支
部
会
員
は
行
内
の
各
支
店

・
本

部
等

で
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

日
頃
な
か
な
か
会
員
同
士
の
交
流
を
得

る
機
会
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

こ
う
し
た
場
は
会
員
同
十
の
旧
交
を
温

め
た
り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
と
、

大
切
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
こ

本
年
６
月
６
日
に
は
、
土
浦
市
内
の

ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
４‐
回
亀
城
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
新
入
会
員
７

名
を
含
め
、

５０
余
名
が
出
席
し
て
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
母
校
か
ら
倉
持
副
校
長
、

進
修
同
窓
会
か
ら
大
曽
根
副
会
長
に
ご

来
賓
と
し
て
ご
出
席
頂
き
、
副
校
長
よ

り
母
校
の
近
況
を
、
副
会
長
よ
り
母
校

開
校
前
後
の
歴
史
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
．
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母
校
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
や
、
そ
の

歴
史
の
深
さ
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に

母
校
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
感

じ
、
最
後
に
全
員
で
校
歌
斉
唱
し
て
同

窓
会
の
絆
を
確
か
め
合

い
ま
し
た
．

当
支
部
で
は
、
今
後
も
会
員
の
よ
り

一
層
の
親
陸
を
図

っ
て
い
き
ま
す
と
と

も
に
、
再
来
年
に
迎
え
る
母
校
創
立
１２０

周
年
記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
て
少
し

で
も
役
立
ち
た

い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。常

陽
銀
行
は
、
本
年
７
月
３０
日
に
創

立
８０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
行
は
「健

全
　
協
創
　
地
域
と
と
も
に
」
を
経
営

理
念
と
し
て
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
当

支
部
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
理
念
の
も

と
、
母
校
や
進
修
同
窓
会
の
た
め
少
し

で
も
お
手
伝
い
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

土
浦
第

一
高
等
学
校
と
進
修
同
窓
会

の

一
層
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
中
し
上
げ

ま
す
。幹

事
　
福
島

健
太
郎

（高
３４
回
）

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
。亀
城
ク
ラ
ブ

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

・
亀
城
ク
ラ
ブ

の
名
称
の
謂
れ
や
発
足
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
『土
浦
中
学

・
野
球
の
記
録

（平

成
１２
年
２
月
刊
、
中
学
４８
回
卒
、
色
川

弘

・
元
誠
文
堂
新
光
社
編
集
局
長
と
前

野
宗
次
郎

・
元
共
同
印
刷
常
務
監
査
役

と

の
両
先
輩

の
共
編
こ

の
、
明
治
４０

年
の
水
戸
中
学
と
の
試
合
の
項
で
、
土

浦
中
学
を
亀
城
軍
と
呼
ん
で
い
る

名
野

球
人
国
記

（誠
文
堂
昭
和
６
年
刊
と
）

こ
と
や
、
校
歌
の

「亀
城
健
児
」
か
ら

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
．）ま
た
、

中
学
２９
同
卒
中
山
勇
先
輩

（元
大
穂
町

長
）
が
、
昭
和
２３
年
に
敗
戦
後
の
や
り

き
れ
な
い
心
を
癒
す
べ
く
母
校
を
訪
ね

た
時
、
自
球
を
無
心
に
追
う
後
輩
達
を

見

て
、
７
心
れ
て
い
た
青
春
は
こ
こ
に

あ

っ
た
、
祖
国
の
再
建
は
こ
こ
か
ら
。
」

と
近
郊
に
住
む
Ｏ
Ｂ
達
を
訪
ね
歩
き
、

技
術
面

・
財
政
面
を
担
当
す
る
亀
城
倶

楽
部
を
創
設
し
、
自
ら
会
長
を
引
き
受

け
た
、
と

「
年
業
５０
周
年
記
念
誌

（昭

和
５４
年
１０
月
刊
と
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「会
則
」
に
よ
る
と
、
亀
城
ク
ラ
ブ

は
昭
和
２３
年
５
月
ｌ
Ｈ
に
発
足
、
会
則

の

「
日
的
」
に
は
、
「本
会
は
土
浦

一

高

（旧
上
浦
中
学
）
野
球
部
の
存
続
強

化
発
展
を
は
か
り
、
学
校
当
局
と
連
絡

を
密
に
し
、
母
校
野
球
部
甲
子
園
出
場

を
期
す
る
為
、
現
役
野
球
部
員
の
技
術

向
上
の
た
め
の
指
導
及
び
そ
の
活
動
に

協
力
、
援
助
を
な
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
、
教
養
を
深
め
、
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
の
向
上
と
責
任
の
遂
行
を
は
か
る

事
を
日
的
と
す

る
ぃ
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ム
員
及
び
資
格
」
に
は
、
「
土

浦

一
高

（旧
土
浦
中
学
）
野
球
部
出
身

者
で
、
本
会
の
趣
旨

。
目
的
に
賛
同
せ

し
者
、
又
は
本
校
進
修
同
窓
会
々
員
で
、

野
球
部
発
展
の
為
に
特
に
貢
献
が
あ
り

と
し
て
現
会
員
２
名
以
上
よ
り
推
薦
を

う
け
、
常
任
理
事
会

で
承
認
さ
れ
し

者
．
」
と
あ
り
ま
す
ｃ

な
お
、
「
野
球
部
卒
業
生
は
母
校
卒

業
と
同
時
に
自
動
的
に
大
会
の
資
格
を

有
す
る
。Ｌ

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
毎

年
卒
業
式
の
前
日
、
会
長
と
事
務
局
が

出
席
し
入
会
案
内
を
行

っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
約
６００
余
名
が
会
員
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

甲
子
園
出
場
は
創
立
６０
周
年
の
昭
和

３２
年

⌒１
９
５
７
年
）
で
し
た
。
北
関

東
大
会
で
優
勝
し
、
土
浦
駅
に
凱
旋
し

た
時
は
、
駅
頭
に
１
万
８
千
余
名
の
市

民
が
出
迎
え
、　
三
局
ま
で
提
灯
行
列
で

送
ら
れ
、
当
時
の
大
川
長
治
亀
城
ク
ラ

ブ
会
長

（中
学
３４
回
）
は
、
生
き
て
い

る
う
ち
は

（甲
子
国
に
行
け
る
の
は
）

無
理
だ
と
思

っ
て

い
た
、
マ
」
苦
労
、

嶋
田
、
（監
督
、
高
校
２
回
こ

シ
ニ

言

言

っ
た
だ
け
、
あ
と
は
二
人
で
手
を
握

り
合

っ
て
泣

い
た
、
と

い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
が
残

っ
て
お
り
ま
す
Э

歴
代
会
長
は
、
創
設
者
の
中
山
勇
先

輩

（中
学
２９
回
元
大
穂
町
長
）
昭
２３
～

３‐
年
、
二
代
大
川
長
治
先
輩

（中
学
３４

回
元
監
督
）
昭
３２
ヽ
６‐
年
、
三
代
嶋
田

賓
先
輩

（高
校
２
回
元
甲
子
同
監
督
）

昭
６２
ヽ
平
９
年
、
四
代
安
藤
昌
夫
先
輩

（高
校
７
回
安
藤

ス
ポ
ー
ツ
社
長
）
平

‐０
ヽ
‐３
年
、
五
代
神
林
賓
先
輩

（高
校

１０
回
甲
子
回
副
主
将
）
平
１４
ヽ
‐７
年
、

六
代
島
田
卓
光

（高
校
１５
回
）
平
１８
年

ヽ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
．
尚
、
初
代

中
山
先
輩
、
二
代
大
川
先
輩
、
一二
代
嶋

田
先
輩
は
鬼
籍
に
入
い
れ
て
お
り
ま
す
ｃ

昭
和
５７
年
か
ら
、
夏
の
大
会
約
１
週

間
前
に
総
会

（約
４０
名
出
席
）
を
開
き
、

年
間
の
事
業
計
画
、
報
告
、
予
算
、
決

算
等
を
審
議
、
終
了
後
現
役
の
選
手
達

と
奨
励
会
を
兼
ね
た
交
流
会
を
開
い
て

お
り
ま
す
。
年
会
費
は
２０
歳
代
５
千
円
、

３０
歳
代
７
千
円
、

４０
歳
以
上
８０
歳
ま
で

１
万
円
で
、
今
年
度
ま
で
の
３３
年
間
で
、

後
援
費
及
び
用
具
費
で
３
０
１
１
万
円

（年
間
平
均
９‐
万
円
）
、
そ
の
他
臨
時
事

業

（放
送
室

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
建
設
）

で
‐９６
万
円
の
計
３
２
０
７
万
円
の
支
援

を
行

い
ま
し
た
。
平
成
１９
年
放
送
室
、

平
成
２５
年
ダ

ッ
グ
ア
ウ
ト
建
設
の
際
に

は
進
修
同
窓
会
か
ら
は
多
大
な
ご
支
援

を
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
６０
周
年
か
ら
、
ま
た
６０
年
の
Ш

周
年
を
間
も
な
く
迎
え
ま
す
が
、
そ
れ

ま
で
に
２
回
日
の
甲
子
園
出
場
が
Ｏ
Ｂ

の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
１５
年
に

選
抜
２‐
世
紀
枠
候
補
に
推
薦
さ
れ
た
こ

と
は

（夏
、
春
ベ
ス
ト
８
）
記
憶
に
新

し
く
、
今
年
も
４
回
戦
ま
で
進
出
し
て

お
り
、
甲
子
園
は
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
，

現
役
選
手
諸
君
の
頑
張
り
に
大

い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

・
亀
城
ク
ラ
ブ

会
長
　
島
円
　
卓
光

（高
校
１５
回
）



輩
　
一母
校
一だ
●よ
り
　
一鴨
畑海外フィー黎
蓋
〓
一一け」』一』に直

Ｓ
Ｇ
Ｈ
推
進
室
長
　
由豆
島
　
卓
　
一　
さ
ん
と
日
本
語
と
英
語
を
用
い
て
、
自

笙
”
ｍ
高
凹

一
告
同
基
小
　
　
　
　
　
　
　
一　
し
、
充
撲
寸
ち
は
「
一
努
力
し
ま
ｔ
た
ｃ　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
分
た
ち
つ
珊
究
テ
ー
マ
や
日
本
文
化
に
　
一　
　
　
　
　
数
学
科
主
任
　
森
田
　
泰
弘

ま
た
紙
飛
行
機
の
特
徴
に
は
親
し
み
　
一　
　
昨
年
、
文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
　
一　
つ
い
て
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、

３
年
Ｅ
組
　
　
篠
崎
　
　
一認
　
一　
や
す
さ
も
あ
り
ま
す
。　
一
高
祭
は
元
々
　
一　
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（Ｓ
Ｇ
Ｈ
）

一　
国
費
で
東
京
大
学
に
留
学
し
て
い
る
生
　
一　
　

」ヽ
ん
に
ち
は
。
本
年
度
数
学
科
主
任

地
域
の
方
々
な
ど
毎
年
多
く
の
人
に
お
　
一　
の
指
定
を
受
け
２
年
日
を
迎
え
ま
し
　
一　
徒
さ
ん
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、

「
同
　
一　
の
森
田
と
申
し
ま
す
。
今
回
は
、
数
学

今
年
度
も
、
今
回
で
第
６８
回
と
な
る
　
一　
こ
し
い
た
だ
く
よ
う
な
地
域
的
に
親
近
　
一．
た
。
２
年
生
４０
名
を
引
率
し
、
８
月
１７
　
一　
世
代
の
外
国
人
が
見
た
日
本
」
の
話
も
　
一．
科

の
番
と

い
う

こ
と

で
簡
単

に
紹
介

土
浦

一
高
の
伝
統
行
事
で
あ
る

一
高
祭
　
一　
感
の
あ
る
行
事
で
す
。
さ
ら
に
、
私
た
　
一　
日
か
い
２２
日
、
４
泊
６
日
の
日
程
で
、
　

一　
聞
く
こ
と
が
で
き
て
大
変
有
意
義
で
し
　
一　
を
。

を
５
月
３０
Ｈ

⌒土
）
、
５
月
３‐
回

（日
二

　
ち
の
文
化
の
基
礎
は
先
輩
方
の
作
り
上
　
一　
マ
レ
ー
シ
ア

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
　
一　
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
我
々
数
学
科
は
１１
名
お
り
ま
す
．）
木

の
２
日
間
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
　
一　
げ
た
気
風
な
の
で

一
高
を
卒
業
し
た
先
　
一　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
．
　

一　
　
ま
た
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
の
　
一　
村
幸
雄

（本
校
５
年
目

・
進
路
指
導
部

た
．
私
た
ち
も
伝
統
の
担
い
手
と
し
て
　
一　
輩
方
も
慣
れ
親
し
ん
だ
、
楽
し
め
る
催
　
一　
　
ク
ア
ラ
″
ン
プ
ー
ル
で
は
、
〓
”
一”
■
γ
　
一　
い」協
力
で
、
ベ
ル
ジ
ア
損
保

⌒ク
ア
ラ
　
一　
長
）
、
片
岡
達
郎

（３
年
目

・
生
徒
指

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
　
一．　
し
で
す
Ｃ
で
す
が
、
地
域
の
文
化
交
流
　
一
」
も
営

Ｆ
けの
Ｂ
”
一【８
２
　
巨Ｒ

，
“
け

Ｒ

一　
ル
ン
プ
ー
ル
）
と
テ
ネ

ッ
ト
損
保

（シ
　
一　
導
部
長
）
、
富
澤
保
夫

（２
年
目
　
２

却
報
一　
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
く
　
一　
の
場
と
し
て
文
化
祭
は
も

っ
と
親
し
み
　
一　
↓
Ｒ
〓
●
ｏ
】ｏ
”
】

（
マ
レ
ー
シ
ア
ロ
本
国
　
一　
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
て
、
生
徒
た
ち
が
考
　
一　
年
担
任
）
、
横
倉
政
治

（２
年
日

・
２

△
〓
一　
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
や
す
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
の
も
　
一　
際
工
学
院
）
杉
浦
則
夫
教
授

（高
２０
）

一　

えヽ
た
新
し

い
保
険

の
提
案
や
現
地

ス
　
一　
年
担
任
）
須
藤

一
道

（９
年
日

・
２
年

△
〓
一　
　
私
た
ち
の
第
６８
回

一
高
祭
で
は
実
行
　
一　
と
、
私
た
ち
は
来
場
者
の
方
が
全
て
の
　
一　
ず
」指
導

の
も
と
、
各
グ
ル
ー
プ
の
研
究
　
一　
タ
ッ
ス
ヘ
の
間
き
取
り
調
査
等
を
行
い
　
一　
工ヽ
任
）
、
中
山
徹
也

（７
年
目

・
３
年

空
生
　
委
員
長
の
私
を
中
心
に
文
化
祭
の
原
点
　
一　
場
所
を
ま
わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
多
　
一　
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
現
地
の
大
学
生
と
　
一　
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
副
主
任
）
、
須
円
貴
之

（９
年
目

・
１

同
同
一　
で
ぁ
る
文
化
と
は
何
か
を
自
分
た
ち
に
　
一　
く
の
工
夫
を
施
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
　
一　
一
緒
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
　
一　
　
初
め
て
の
海
外

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
　
一　
年
担
任
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
長
）
、
森

依
ν
一　
問

い
な
が
ら
準
備
を
進

め
ま
し
た
。　

一　
げ
も
ぁ
り
、
今
年
は
近
年
で

一
番

の
人
　
一　
し
た
。
主
な
テ
ー
マ
は
、
藻
類
バ
イ
オ
　
一　
の
た
め
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
　
一　
田
泰
弘

（７
年
目
　
１
年
副
担
任
、
数

二」一「隆マ表
「しはい』洵跡「『「」高祭　一　趾製年‐こぼ轍艤瓢ヽ
帳けりけ御幅潮　一　蔵磁爆嬌に妊はいけばい言紺わけ　一　かな輻輻輻魃⑮鱚醸嬢繭網劇団贔愕　一　カヽなりっ瞑かれ嘲罐跡膨いたた「ぉ分

ま
ず
私
た
ち
は
私
た
ち
の
生
活
を
紙
　
一　
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
回
、
第
６９
回

二

　
な
ど
で
す
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
罐
』
内
凸
茫
彎
之
闊
聾
謳
輝
瞳
翻
日
諄
二

　
　
さ
て
、
数
学
科
職
員
室
の
雰
囲
気
で

飛
行
機
に
重
ね
ま
し
た
。
土
浦

一
高
で
　
一　
一局
祭
で
は
第
６８
回
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
　
一　
　
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
生
徒
た
　
一
鰈
講
纂
鰈
瞼

鳥
亦
爾
国
酬
整
国
国
闘
Ｆ
二

　
す
が
、
常
に
明
る
く
、
い
つ
も
和
気

は
、
校
訓
の
自
主

協
同
・責
任
を
胸
に
、　
一　
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
ｃ　
一　
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
人
が
見
　
一　
躍
「炒
熟
轟

　
』
爾
甍
蓬
爾
祗
■
財
霧
　
一　
誨
々
と
し
て
お
り
ま
す
。
授
業

へ
は

吹
一　
一
人

一
人
が
自
分
か
ら
十
人
十
色
の
や
　
一　
ぜ

ひ
そ

の
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
っ
か
ら
な

い
場
面
や
、
英
語
で
の
コ
　
一　
一覇

」

一
一
一
・
量
巡
和
懸
彎
曲
■
彎
〓
　
一　
チ
ャ
ィ
ム
の
数
分
前
に
行
き
、
空
き
時

日
一　
り
方
で
勉
強
や
部
活
な
ど
自
分
の
や
り
　
一　
は
土
浦

一
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
ヽヽヽ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
に
で
き
な
　
一　
願

鑢
一
難
慇
　
磨
覇
圏
押
響
嘉
酸
響
春
　
一　
間
に
は
教
材
研
究
に
勤
し
み
ま
す
．
授

１
一　
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
仲
間
と
協
力
し
　
一　
に
訪

れ
、
懐
■
■
鋼
囲
日
諷
回
Ｎ
疑
吻

一　
い
場
面
等
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
　
一　
懸

』
一
陪
晰
　
壁
鸞
削
歴
毅
駆
爾
扁
付
轟
　
一　
業
か
ら
一戻
れ
ば
、
そ
の
時
々
の
生
徒
の

囲
一　
て
そ
れ
に取
り
組
ん
で
いま
す
。
そ
れ　
一一　
か
し
の
母
校
屹
藤
嘔
隕
疇
「
一一一一酢
颯
一　
いま
し
た
ｏ
し
か
し
、
場
所
を
移
動
し　
一
臨
眩
｝罐祗
　
甲屁
隕
即
颯
」
樹
尿
鉤
　
一　
様
子
を
告
げ
、
授
業
の
仕
方
を
検
討

年
一　
は
様
々
な
折
り
方
が
あ
り
個
性
が
出
て
　
一　
と
と
も
に
現
■
■
Ｅ
昼
鳳
鶴
鷲
ぎ
曲

一　
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
を
絞
り
　
一
一顧

轟
一
●
〓
　
一
一３
ｍ
魏
辣
醸
圏
』
隋

一　
し
、
教
材
に
つ
い
て
討
議
し
ま
す
＾

Ｗ
一　毅なれ囃詢訪』軌けれ”鋤榊耐駐　一　前
対̈価を一”【黎魃聰漑塚躙躙蝙
一　組は一国
「と言）洵『設愕「壻肺神　一　膵一恙
顆晰彎群は輻鱚鰺贈盟聞颯躙
一　後―こま―また、ヽ動経鵠ｍ一魏螺は‐こ．樹鼎

行
機
に
似
て
い
ま
す
。
今
年
は
去
年
よ
　
一　
楽
し
ま
れ
て
■
■
躍
磯
饉
躊
圏
□
■
巡

一　
せ
る
姿
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
●
一
ｍ
躙
祓
畷
島
耀
罐
Ｊ
繭
額
嶽
圏
赳
粽
　
一　
て
、
個
性
や
到
達
度
に
応
じ
た
指
導
を

”

一　
り
も
各

ク
ラ
ス
の
個
性
が
出
る
よ
う
に
　
一　
は

い
か

が

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　

ンヽ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
本
校
金
井
大
　
一　
　
一　

〓竃
鶉
趙
密

瀬
螂
髄
闇
圏
握
目
爾
鰈
　
一　
行

っ
て
お
り
ま
す
．

＜
一　
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
企
画
の
質
が
向
上
　
一　
し
ょ
う
か
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
貴
先
生
の
ご
紹
介
で
、
↓
汀

〓
』●
」∽一編
　
一　

証̈
蘇
饂
鉤
趾
爾
脚
罐
貯
賠
驚
亀
燿
鱚
鉤
　
一　
　
こ
の
様
に
休
み
時
間

・
昼
休
み

・
放
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課
後
を
問
わ
ず
、
よ
り
良

い
教
材
　
よ

り
効
果
的
な
指
導
を
目
指
し
、
生
徒
の

教
養

・
知
力
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま

す
。毎

日
の
教
材
研
究
も
大
変
で
す
が
、

考
査
の
問
題
作
成
と
採
点
が
最
も
労
力

を
要
す
る
仕
事
で
す
。
数
学
科
で
は
、

学
年
担
当
者
が
問
題
を
持
ち
よ
り
検
討

す
る
、

「
問
検
」
と
呼
ば
れ
る
会
議
が

あ
り
ま
す
。
考
査
前
は
問
題
作
成
に
頭

を
悩
ま
せ
、
考
査
後
は

一
日
で
も
早
く

返
却
で
き
る
よ
う
に
夜
遅
く
ま
で
採
点

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
運
動

部
の
顧
問
も
多
く
、
休
日
返
上
で
多
忙

を
極
め
て
お
り
ま
す
ｃ
体
調
を
崩
さ
な

い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
．

そ
ん
な
口
々
を
過
ご
し
て
い
る
数
学

科
職
員
で
す
が
、
前
述
の
通
り
い
つ
も

和
気
諮
々
と
や

っ
て
お
り
ま
す
．
そ
の

源
は
、
数
学
科
独
自
の
四
大
行
事
に
あ

り
ま
す
．
年
度
当
初
の
歓
送
迎
会
、
夏

の
旅
行
、
秋
の
紅
葉
狩
り
、
新
年
会
な

ど
、
行
事
が
充
実
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
研
修
を
通
し
て
、
明
日
の
教
育

へ
の

活
力
を
養

っ
て
お
り
ま
す
．

私
ご
と
で
す
が
昨
年
度
を
も

つ
て
退

職
な
さ
れ
た
豊
崎
利
明
校
長
先
生
は
、

数
学
科
の
先
生
で
、
私
が
高
校
三
年
の

と
き
の
担
任
で
し
た
。
ご
退
職
の
年
の

入
試
結
果
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
少
の
恩
返

し
に
な

っ
た
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
．

今
後
も
数
学
科

一
同
、
将
来
を
担
う

生
徒
の
育
成
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
．
土
浦

一
高
事

務
室
で
す
（）

私
た
ち
は
、
事
務
室
長
ほ
か
五
名

（
男
性

１
名
、
女
性

４
名
）

の
職
員

が
、
様
々
な
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「
は
い
、
上
浦

一
高
で
す
。
」

「
こ
ん

に
ち
は
」
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
り
窓

口
に
お
客
様
が
い
ら

つ
し
ゃ
れ
ば
、
ま

ず
私
た
ち
が
応
対
し
ま
す
。
事
務
室
は

外
部

の
方
と
最
初
に
接
す

る
学
校

の

「顔
」
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、

常
に
明
る
く
に
こ
や
か
に
応
対
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
品
調
達
、
職
員
の
給
与
厚

生
、
各
種
証
明
書

の
発
行
な
ど

の
ほ

か
、
３
名
の
技
術
職
員

（男
性
２
名
、

女
性
１
名
）
と
と
も
に
学
校
施
設
の
管

理
、
営
繕
も
行

っ
て
い
ま
す
．
こ
れ
ら

の
業
務
を
通
し
て
、
生
徒
及
び
教
職
員

が
快
適
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
適
切
な
事

務
処
理
に
努
め
、
皆
様
を
支
え
て
い
く

「縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
な
れ
ま
す
よ

う
、
そ
し
て
明
る
い
事
務
室
で
あ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
ｃ
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
ｃ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

２
年
Ｇ
組
　
藤
原
　
翼

現
在
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
二
年

生
七
名
と

一
年
生
六
名

の
計
十
三
名

で
、
楽
し
さ
の
中
に
も
厳
し
さ
を
持
ち

な
が
ら
、
本
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
主
体

と
し
て
日
々
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。キ

ャ
プ
テ
ン
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ

る
練
習
の
中
で
は
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

真
剣
に
自
分
と
向
き
合
い
、
弱
点
の
克

服
と
技
術
の
向
上
を
日
指
し
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
練
習
試
合
や
合
宿
等
を
積
極
的
に

行
い
、
大
会
で
の
上
位
入
賞
を
日
指
し

て
い
ま
す
．

他
校
と
の
練
習
試
合
は
、
公
式
戦
に

似
た
緊
張
感
の
中
で
行
う
た
め
、
自
分

の
実
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
試
合
の

経
験
を
積
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
大
切

で
す
．
ま
た
、
春
と
夏
に
行
う
毎
年
恒

例
の
合
宿
は
、　
一
日
中
ラ
ケ
ッ
ト
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
普
段
の
部
活
動
よ

り
も
多
く
の
時
間
を
集
中
し
て
練
習
や

試
合
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

技
術
を
磨
く
為
に
は
と
て
も
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
、
部
員
は
全

員
昼
も
夜
も
同
じ
時
間
を
同
じ
空
間
で

過
ご
す
の
で
、
テ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
同
上

に
つ
な
が
り
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
練
習
の
成
果
が
現
れ
、

今
年
度

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
個
人
戦

で
関
東
大
会
に
出
場
し
、
四
回
戦

（
ベ

ス
ト
３２
）

へ
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
し
ま
た
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
の
個
人
戦
で
は
、

激
闘
の
末
優
勝
し
、
茨
城
県
の

一
位
と

し
て
奈
良
県
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
ソ
フ

ト
テ

ニ
ス
部
全
体

で
さ
ら
に
強
く
な

り
、
個
人
戦
と
団
体
戦
の
両
方
で
関
東

大
会
以
上
の
大
会

へ
出
場
す
る
こ
と
の

で
き
る
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
が
目
標
で

す
．最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
は
、

毎
日
練
習
に
来
て
指
導
し
て
く
だ
さ
る

顧
間
の
菅
原
先
生
、
支
援
し
て
く
だ
さ

る
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
を
は
じ
め
と
し

て
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
達
に
感
謝

し
つ
つ
、
努
力
を
怠
ら
ず
に
精
進
を
重

ね
、
そ
し
て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
み
な
ら

ず
人
間
と
し
て
も
成
長
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
．

最
近
の
定
時
制
の
様
子

「
土
浦

一
高
定
時
制
が
地
域

の
生
涯

学
習
機
関
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
た

め
に
」
。
「学
び
直
し
を
含
め
、
充
実
し

た
教
育
活
動
を

一
層
推
進
す
る
た
め

に
」
。
以
上

の
職
責
を
果
た
す

べ
く
、

私
た
ち
定
時
制
教
職
員
は
日
々
仕
事
に

励
ん
で
い
ま
す
。
最
近
の
教
育
活
動
の

い
く

つ
か
を
振
り
返
り
ま
す
．

１
　
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
で
の
主

な
活
躍

以
下
の
と
お
り
、
生
徒
た
ち
は
今
年

度
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
ま
し
た
。

（１
）
剣
道
部

●
茨
城
県
予
選

（
個
人
戦

）

優
勝
、
準
優
勝

↓
全
国
大
会
に
個
人
戦
２
名
、
団

体
戦
２
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

ま
し
た
．

０
全
国
大
会

個
人
戦
　
３
回
戦
進
出

団
体
戦
　
予
選
リ
ー
グ
を
１
位

で
通
過
し
、
ベ
ス
ト
８
に
進
出

し
ま
し
た
。

（２
）
柔
道
部

●
茨
城
県
予
選

個
人
戦
　
第
３
位

②
全
国
大
会

団
体
戦
　
２
回
戦
進
出

（３
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

●
茨
城
県
予
選

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
３
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
３
位

０
全
国
大
会

・
団
体
戦
　
２
回
戦
進
出

２
　
明
る
く
、
生
き
生
き
と
し
た
学
校

生
活

本
校
定
時
制
で
は
、
様
々
な
行
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
役
員
が
中

心
と
な
り
計
画
す
る
星
光
祭

（
文
化

祭

）、
春

の
遠
足
、
球
技
会
ｃ
将
来
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
進
路
説
明
会
し
そ

の
他
、
卒
業
生
に
よ
る
社
会
人
講
話
、

外
部
講
師
に
よ
る
性
教
育
講
演
会
ｉ
ｔ

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
生
徒
た

ち
は
生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
を

送

っ
て
い
ま
す
ｃ

３
　
広
報
活
動
の
活
発
化

地
域
社
会
に
定
時
制
教
育
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
今
年
度
よ
り
、
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
を
こ
ま
め
に
更
新
す
る
こ
と

を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
．
ま
た
中
学

生
向
け
に
「
土
浦

一
高
定
時
制
だ
よ
り
」

を
発
行
し
、
定
期
的
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ

い
て
い
ま
す
。

本
校
定
時
制
は
、
日
々
魅
力
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
ｃ
地
域
か

ら
ま
す
ま
す
愛
さ
れ
る
土
浦

一
高
定
時

制
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

職
員

一
同
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
．

通信制制

子

一

鵬
味

国
＞

全
道

度簿均一

成
育

平
体

全国大会ベスト8に進出しました
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一

東
大
２３
名
で
全
国
公
立
４
位

筑
波
大
５７
名

進
路
指
導
部
長
　
木
村
　
幸
彦

平
成
２７
年
度
入
試
は
、
数
学
と
理
科

が
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
実
施
さ

れ
た
。
過
年
度
生
に
対
し
て
は
移
行
措

置
が
と
ら
れ
た
が
、
昨
年
度
入
試
で
の

進
学
率
が
高
か

っ
た
た
め
、
過
年
度
生

は
大
幅
な
減
少
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
試

験

・
回
公
立
大
と
も
に
志
願
者
数
が
減

少
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者
数
は
、
約
５５

万
９
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
約
１
５
０

０
人
の
減
少
で
あ

っ
た
。
国
公
立
大
の

志
願
倍
率
は
４

・
６
７
倍

（国
立
４

・

２
６
、
公
立
６

・
２
７
倍
）
で
、
前
年

度
の
４

・
７
８
倍
よ
り
や
や
低
下
し
、

九
州
大
、
京
都
大
、
東
工
大
、
北
海
道

大
は
や
や
減
少
、
東
北
大
、
東
京
大
、

神
戸
大
は
微
減
で
全
体
と
し
て
は
前
年

並
み
で
あ

っ
た
。
学
部
系
統
別
で
は
、

理
系
は
す
べ
て
の
系
統
で
減
少

（特
に

「薬
」

「
医
」
）
し
た
の
に
対
し
て
、

文
系
で
は

「法
」

「
国
際
関
係
」
な
ど

増
加
し
た
系
統
が
あ
り
、
近
年
継
続
し

て
い
た

「
文
低
理
高
」
が
沈
静
化
し

た
。大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
つ
い
て

は
、

「
生
物
」
と

「
旧
物
理
Ｉ
」
の
平

均
点
の
差
が
２０
点
を
超
え
た
た
め
、

１７

年

ぶ
り
に
得
点
調
整
が
行
わ
れ
た
。

「数
学
Ⅱ
Ｂ
」

「
地
理
Ｂ
」

「地
学
」

「
化
学
」
な
ど
理
系
の
生
徒
が
多
く
受

験
す
る
科
日
で
平
均
点
ダ
ウ
ン
が
目

立

っ
た
。
昨
年
平
均
点
が
過
去
最
低
と

な

っ
た

「
国
語
」
は
、

２０
点
ア
ッ
プ
し

た
。
本
校
生
の
平
均
点
は
、
文
系
が
６

６
５
　
５
点

（昨
年
比

＋
２
７
　
１

点
）
、
理
系
が
６
７
６

・
３
点

（昨
年

比

＋
１
１
　
１
点
）
で
、
ま
ず
ま
ず
の

結
果
で
あ
り
、
例
年
通
り
、
第

一
志
望

（主
に
難
関
国
立
大
）
に
挑
戦
し
た
生

徒
が
多
か

っ
た
。
前
述
の
よ
う
な
入
試

環
境
の
た
め
、
現
役
生
の
合
格
率

・
進

学
率
は
、
高
ま

っ
た
。

入
試
結
果
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を

挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

東
京
大
学
２３
名

（新
卒
１５
名
）

京
都
大
学
６
名

（新
卒
５
名
）

東
工
大
学
２
名

（新
卒
１
名
）

一
橋
大
学
３
名

（新
卒
１
名
）

東
北
大
学
２４
名

（新
卒
１１
名
）

筑
波
大
学
５７
名

（新
卒
４０
名
）

１
名
、
文
三
に
２
名
、
理

一
に
７
名
、

理
二
に
５
名
の
計
１５
名
が
合
格
し
、
全

国
公
立
高
校
の
中
で
２
番
目
の
合
格
数

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

１５
名
中
、
女
子
が

６
名

（文
科
類
２
名
、
理
科
類
４
名
）

で
あ

っ
た
。
地
元
筑
波
大
は
５７
名

（内

医
学
類
９
名
）
、
東
北
大
は
２４
名
が
合

格
し
、
難
関
国
公
立
大
を
目
指
す
姿
勢

を
崩
さ
ず

に
よ
く
健
闘
し
た
と

い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
校
を
と
り
ま

く
周
囲
の
環
境
変
化
は
急
速
に
進
ん
で

お
り
、
今
後
よ
り

一
層
の
学
習
指
導

・

進
路
指
導

の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た

い
。

平成27年度入試合格

国 公 立 大 学

大  学 合格者 新  卒

山 梨 大 1

信  州  大 1

静  岡  大 1 1

名 古 屋 大 5 3

名古屋工業大 2 1

京  都  大 6 5

大  阪  大 3 3

神  戸  大 3 2

′鳥 取 大 2 2

広 島 大 2 1

徳  島  大 1

長 山奇 大 2

｛呂
茎
可 大 2

琉  球  大 1

福島県立医科大 1 1

茨城県立医療大 2 2

高 崎 経 済 大 2 2

千葉県立保健医療大 1

首 都 大 東 京 2 2

横 浜 市 立 大 2 1

大 阪 府 立 大 3 2

国 公 立 大 計 217 139

(う ち医学科)
９

″

９

″ 7

私 立 大 学

*新卒は内数です

大  学 合格者 新 卒

旭 川 医 科 大 1

北 海 道 大 4 2

弘 一則 大 1 1

東 大 24 11

秋  田  大 2

山 形 大 1

福 島 大 2 2

茨  城  大 15 11

刀■ 波 大
″
′

民
υ 40

宇 都 宮 大 1

埼  玉  大 l l

千  葉  大 10 7

お茶の水女子大 7 6

東 一只 大
●
υ

，
″

東京医科歯科大 1 1

東 京 海 洋 大 1 l

東京外 国語大 2 2

東 京 学 芸 大 2 l

東 京 工 業 大 2 1

東 京 農 工 大 3 1

一  橋  大 3 l

横 浜 国 立 大 6 5

金  沢  大 3 1

大  学 合格者 新 卒

青 山 学 院 大
つ
４

学 習 院 大 15 9

慶  応  大
０
０

И
仕 19

国 際 基 督 大 l

上  智  大 18 10

中  央  大 ワ
イ

９

″

０
０

津 田 塾 大 7 5

東 京 女 子 大 8 7

日本 女 子 大 20

東 京 理 科 大 95 40

明  治  大 ワ
′

′
υ 24

立 教 大 29 17

早 稲 田 大 68 29

法 政 大
０
０ 24

里 大 10 2

芝 浦 工 大 10 7

日 本  大 24 11

立 命 館 大 2

そ の 他 159 84

私 立 大 計 658 ６９

″

０
０

合 格 者 総 数 875 465
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【収入】

土浦 高進修同窓会会報 平成27年 12月 1日 (火 ) (12)

進修同窓会決算書
11.245,907円

8,350.619円

2.895.288円 (平成 27年 度へ
T・i越 )

単位 i円

平成 27年度
収入総額

支出総額

差引残額

【収入】

進修同窓会予算書
12,706.000円

12,706.000円

0円

卑 1立 :円

上記の とお り提案いた します .

平成 27年 4月 11日

茨城県立十浦第 高等学校進修同窓会会長 幡谷 浩史

項  日 予算額 決算 額 比較増 減 (▲ , 1市   考

l l・・ 越 全 2659618 2659618 前年度繰 lll全

2 終 身 会 費 6()()()() 250000 190000 F名

3 年  会   費 8000000 6531000 1469000 1911 名

4 人 金 1750000 1745000 ヽ50(】 新会員 計 349名 X5000円

5 繰   入  金 0 0

6 寄  付   金 60000 600()() 卜記のとお り

‖又 382 ▲ 93 I金利 害

合   言 12170000 11245907 ▲ 1224093

ご寄付 iξ 名    中学 48同 ■業上様 より

【支出】

項  目 予算額 前年度予算額 比較残額 (ハ ) 備   考

越 金 2895288 2659618 235670 前年度繰越金

2 終 身 会 費 60000 60000 0

費 8000000 8000000 0

`ヽ

1750000 175000() 350名 1全 320"ョ 30,X5000‖ ]

繰   入  金 0 0

6 和 1( 12 382 預金利 害

合   計 127()0()()() 12.470000 2360〔,0

項   日 '算 額 決算客| 残額 (▲ 1膚   i考

1 総 会 補 助 1000000 361860 638140 総会資十 会場設営等

会 報 発 行 費 3400000 3316746 83254 会報印婦1 発送

3 ;] 信 普
＾

2(,0000 139152 60848 切手 はが き

卒 業 .F_念 品 費 250000 221508 28492 事業証吉ホルダー

■業用年記念品費 1000000 1000000 0 卒業用年記念 1島 積立

6 議 700000 317116 382884 役員会 .T議 員会l‐費

支 部 連 絡 費 400000 300000 100000 支部会補助

8 生 徒 奨 励 費 15()0()()() 120000(1 300000 生徒会補助

9 生徒活動補助 費 337279 662721 各部活動用謂

別 j=積 立 全 0 0 0

慶 弔 費 1()()()(,0 59124 10876 香|1 弔電

事 務 局 費 1()()00(,0 74()()14 2591186 IE当 者手当 郵1llF昔手数1寺

日本晰活用事業費 8100(,() 1157(〕 () ,l143()() 事務用品等

14 海 夕1研 修 旅 費 500000 106020 393980 生徒海タト押膨諸経■

15 生徒活動拐 」補助言 0 0

16 日本1吉 改修促進費 300000 136100 163900 利活用委員会経費

17 備   費 3100(,() 310000

計 12470000 8350619 4119381

【支出】

項  日 予算額 肖1年度予算額 比較残額 (△ ) 備   考

l 総  会  補 助 500000 1000000 △ 500000 資刑 会場設営等

2 会 報 発 行 費 3400000 34()()()()() 会報印昂1 送十1

3 l. 費 40110(,( 200000 200000 切手 はが き等

4 卒 業 記 念 品 費 250000 250000 卒業.I書 用ホルグー

5 事業用年記念品費 500000 1()()()00(〕 △ 500000 卒業周年記念 171

6 議 習
一

700000 7000()() 役員会 評議員会等経費

支 部 連 絡 費 400000 0 支部会補助

8 生 徒 奨 励 費 150('000 1500000 0 上ll会補助 生徒会|=動 功労賞

9 生徒活動補助 費 1000000 100000() 0 部活動補助

10 別 lt積 立 金 1500000 0 1500000

l] 慶 弔 1()().000 100000

] 事 務 局 費 10()(,()()( 1000000 0 担当者手当 垂「便lr廿手数|1等

13 日本1言 活用事業費 46(,00( 810000 ∠ゝ 350000 別添内訳の とお り

14 海 外 IT tt t,費 500000 5()00()() 十徒海外研修引率旅費

1 生徒活動肝号1補助責 0 0 0

16 日本館改修促進費 100000 300000 ▲ 2()()(,00 改修促進事業

l 予  li  費 39600() 310000 86000

合   言 12706000 12470000 236000

※項 目間の流用を認める。

■己の とお り決算 しました.

平成 27年 3月 31日

茨Ilk県 立十浦第一高等学校進 1ぢ 同窓会会長 幡谷 浩史

監杏の結果 ヒ記のとお りIP違 ないことを認めま |.

平成 27年 3月 31H
鴨事
臀事
監事
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郎

作

寿

士
電
泰

本

立

井

熊

足

松

平
盛

干
八
年
度

進
修
同
窓
会
総
会
の
御
案
内

次
年
度
進
修
同
窓
会
　
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式
は
、
次
の
通
り
開
催

い
た
し
ま
す
．

期
日
　
平
成
二
十
八
年
四
月
九
日
（
土
）
午
後

一
時
～

場
所
　
土
浦
第

一
高
等
学
校
体
育
館

卒

業

周

年

記
念
祝
賀
式

一
般
会
員
　
周
年
記
念
該
当
会
員
の
数
多
く
の
方
が
母
校
の
間
を
く
ぐ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
〔

卒
業
６０
周
年

高
８
同
、
定
６
回

卒
業
５０
周
年

音
同
１８
回
、
定
１６
回

卒
業
４０
周
年

青
同
２８
回

・
理
５
回
、
定
２６
回

卒
業
２５
周
年

昔
回
４３
同

・
理
２０
回
、
定
４‐
回

卒
業
１５
周
年

昔
回
５３
同

・
理
３０
回
、
定
５‐
回

会
費
納
入
の
ご
協
力
と
お
願
い

平
成
２６
年
度
に
は
、
１
９

５
１
５
名
の
皆
様
方
か

ら
６
，
７
８
１
．
０
０
０
円
を
納
入
頂
き
ま
し
た
．入
ム

費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
遂
行
に
充
て
ら
れ
ま
す
．

ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

進
修
同
窓
会
規
約
（抜
粋
）

第
‐２
条
　
本
会
の
経
費
は
第
１０
条
の
入
会
金
、
年

会
費
、
終
身
会
費
及
び
篤
志
寄
付
金
を
以
て
充
て

一る
。

、
年
会
費
は
、
６
年
目
以
降
は
、
３
千
円
以
上
と
す

る

。
一
一、終
身
会
費
は
３
万
円
以
上
と
す
る
．

編

集

後

記

今
■
の
表
紙
を
飾
る
写
真
は
、^
■
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
コ

高
祭
」
の
、ち
ょ
っ
と
見
に
は
本
物
と
見
紛
う
出
来
映
え
の
ゲ
ー

ト
で
す
▼
迷
走
を
続
け
た
新
国
立
競
技
場
の
建
設
計
画
と
５

年
後
に
控
え
た
東
〓原
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
，天
会
エ

ン
ブ
レ
ム
問
題
．
政
府
と
沖
縄
県
と
の
対
立
が
ま
だ
ま
だ
続
き

そ
う
な
米
軍
普
天
問
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
問

題
。
深
夜
に
ま
で
及
ん
だ
安
全
保
障
関
連
法
案
を
巡
る
国
会

審
議
。
常
総
市
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
い
し
た
記
録
的
な

豪
雨
．
南
ア
フ
リ
カ
戦
で
「世
紀
の
人
金
星
」
を
挙
げ
世
界
を
驚

か
せ
た
ラ
グ
ビ
Ｉ

Ｗ
杯
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で
の
日
本
代
表
．

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

医
学
賞
を
贈
ら
れ
た
大
村
智

北
単
大
特
別

栄
誉
教
授
と
物
理
学
営
支
賞
の
東
大
学
宙
線
研
究
所
の
梶
円

隆
章
所
長
の
快
挙
．
な
ど
な
ど
、
下
半
期
の
国
内
を
見
た
だ
け

で
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
っ
た
今
年
も
、残
す
と
こ
ろ
ｌ
ヶ

月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ど
ん
な
１
年
だ
っ
た
の
で
し
ょ
つ

か
▽
再
来
年
度
に
は
創
立
硼
周
年
を
迎
え
る
本
校
の
今
年
は
、

そ
の
記
念
事
業
の
完
遂
に
向
け
て
の
準
備
の
１
年
間
で
あ
っ
た
、

と
申
し
上
げ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▽
来
年
こ
そ

は
平
穏
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か

年ヽ
）祈
念
中
し
上
げ
る
次
第
で
い
で
い
ま
す
。

住
所
変
更
手
続
き
の
お
願
い

住
所
や
電
話
番
号
等
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
左

記
の
Ｅ
メ
ー
ル
ヽ
」送
信
下
さ
い
。
又
同
窓
会
会
員

名
簿
の
不
明
者
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
知
人
や
友

人
が
お
り
ま
し
た
ら
、
当
人
に
事
務
局
へ
連
絡
す

る
よ
う
お
伝
え
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

進
修
同
窓
会
事
務
局

Ｅ
メ
ー
ル
リ巨
●
∽〓
」
●
雰
●
ｏ〓
″́
」“
Ｐ｝
ご
富
①
』
Ｕ

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
二
九
―
・人
三
六
―
士
一五
二
一

□
　
　
□
　
　
□

進
修
同
窓
会
会
報
第
２
号

発
行
日
　
平
成
二
十
七
年
十
二
月
一日

会
報
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長

編
集
委
員

隆

骨 佃 鈴 倉 櫻 大 大 lll鈴 竹 高 草 富 飯 豊 長 山
久

原  木 持 井 塚 保 巣 木 井 山 苅 永 村 崎 戸 出

義 茂

校

内

千」加 敦 正 正 虐、健
津
司 之 人 男 男 司 博 茂 人 雄 了 明 也 弘 明 琴 士


